
大
逆
事
件
と
お
伽
芝
居

沖
野
岩
三
郎
『
宿
命
』
に
み
る
高
尾
楓
蔭
の
活
動

堀

田

穣

は
じ
め
に

一
、
高
尾
楓
蔭
と
沖
野
岩
三
郎

二
、『
宿
命
』
の
位
置

三
、
単
行
本
『
宿
命
』
に
お
け
る
お
伽
芝
居
の
記
述

四
、
歴
史
的
事
件
と
し
て
の
お
伽
芝
居
弾
圧
事
件

五
、『
宿
命
』
に
お
け
る
沖
野
岩
三
郎
の
受
け
止
め
方

六
、
何
故
「
エ
ル
ナ
ニ
」
だ
っ
た
か
逢

お
わ
り
に
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は
じ
め
に

明
治
の
初
期
社
会
主
義
運
動
が
、
大
逆
事
件
と
い
う
未
曽
有
の
フ
レ
ー
ム
・
ア
ッ
プ
に
よ
る
大
弾
圧
で
打
撃
を
受
け
、
離
反
者

を
多
く
出
し
、
そ
う
し
た
人
び
と
に
よ
っ
て
子
ど
も
に
つ
い
て
の
文
化
運
動
が
担
わ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
高
尾
楓
蔭

の
業
績
を
見
る
こ
と
で
辿
っ
て
来
た
。

高
尾
楓
蔭
や
大
道
雷
淵
な
ど
も
、
死
神
の
鎌
が
首
筋
を
か
す
め
て
い
っ
た
思
い
だ
っ
た
ろ
う
が
、
沖
野
岩
三
郎
ほ
ど
で
は
な
か

っ
た
。
新
宮
キ
リ
ス
ト
教
会
の
牧
師
沖
野
こ
そ
、
大
石
誠
之
助
ら
と
と
も
に
大
逆
事
件
に
連
座
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
、
奇
跡

と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
立
場
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
で
「
転
向
」
せ
ず
、
逮
捕
者
た
ち
へ
の
救
援
活
動
を

起
こ
し
、
さ
ら
に
表
現
者
と
し
て
、
大
逆
事
件
を
材
に
と
っ
た
「
宿
命
」
と
い
う
小
説
を
書
き
、
大
阪
朝
日
新
聞
懸
賞
小
説
の
二

等
に
当
選
す
る
。
だ
が
、
当
局
の
圧
力
に
よ
り
、
内
容
は
歪
め
ら
れ
た
ま
ま
、
未
だ
投
稿
時
の
内
容
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

本
稿
は
、
初
期
社
会
主
義
運
動
の
中
で
知
り
合
っ
た
高
尾
楓
蔭
の
お
伽
芝
居
活
動
が
、
沖
野
岩
三
郎
の
『
宿
命
』
に
残
し
た
知

ら
れ
ざ
る
足
跡
を
取
り
上
げ
、
歴
史
の
証
言
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

一
、
高
尾
楓
蔭
と
沖
野
岩
三
郎

高
尾
と
沖
野
は
和
歌
山
市
内
の
三
木
町
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
会
(現
日
本
基
督
教
団
和
歌
山
教
会
)の
青
年
会
活
動
で
出
会
っ
た
よ

( )



う
だ
。
そ
れ
は
明
治
三
十
六
(一
九
〇
三
)年
頃
、
高
尾
が
二
十
四
歳
、
和
歌
山
実
業
新
聞
の
記
者
、
沖
野
が
二
十
七
歳
、
和
歌
山

第
二
男
子
高
等
小
学
校
教
員
と
い
う
青
年
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

「

青
年
会
は
遅
く
と
も
八
月
か
ら
公
的
な
活
動
を
始
め
た
。
即
ち
、
同
月
の
毎
日
曜
に
三
木
町
教
会
で
午
後
七
時
半
か
ら

大
演
説
会
を
開
く
こ
と
に
し
(「
青
年
大
演
説
会
」、『
紀
伊
毎
日
新
聞
』、
明
治
三
六
年
八
月
八
日
、
二
頁
)、
実
際
に
そ
う
し
た
模
様

で
、
第
三
日
曜
の
一
六
日
に
は
午
後
七
時
半
か
ら
第
三
回
大
演
説
会
を
開
い
て
い
る
。
当
夜
、
沖
野
の
司
会
で
演
説
会
は
始

ま
っ
た
。
沖
野
は
『
マ
タ
イ
伝
』
第
七
章
を
朗
読
し
た
後
、『
不
老
不
死
』
と
題
す
る
感
話
を
行
い
、
そ
れ
か
ら
演
説
に
移

っ
た
。
第
一
席
は
成
瀬
紀
州
で
、
成
瀬
は
『
先
づ
肉
体
を
研
究
せ
よ
』
と
題
し
て
、
要
領
を
得
な
い
露
払
演
説
を
行
っ
た
。

第
二
席
は
山
野
死
骨
で
、
山
野
は
『
死
』
と
題
し
て
、
世
人
が
死
を
恐
れ
る
の
は
無
意
味
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
死
は
生
命

の
終
局
で
な
く
、
実
に
永
久
不
滅
の
生
命
に
入
る
た
め
の
門
で
あ
る
と
喝
破
し
た
。
第
三
席
は
高
尾
楓
蔭
で
、
高
尾
は
『
社

会
主
義
と
平
和
的
実
行
』
と
題
し
て
、
先
ず
社
会
主
義
に
対
す
る
世
人
の
誤
解
を
弁
じ
、
次
に
社
会
主
義
の
四
大
綱
領
を
述

べ
、
こ
の
主
義
の
実
行
は
人
類
社
会
に
自
由
・
博
愛
・
平
和
・
幸
福
の
美
し
い
花
と
実
と
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
結
論
し
、

拍
手
・
声
援
を
受
け
な
が
ら
降
壇
し
た
。
第
四
席
は
児
玉
怪
骨
で
、
児
玉
は
『
大
悟
徹
底
』
と
題
し
て
、
世
人
が
人
爵
を
渇

望
・
盲
拝
し
、
数
倍
高
尚
・
尊
貴
な
大
悟
徹
底
の
人
、
即
ち
天
爵
を
有
す
る
人
を
軽
視
す
る
こ
と
を
憐
み
、
そ
の
間
に
種
々

の
活
き
た
台
詞
を
引
用
し
て
、
聴
衆
に
大
き
な
感
動
を
与
え
、
拍
手
・
喝
采
に
送
ら
れ
て
降
壇
し
、
こ
れ
を
以
て
演
説
会
は

閉
会
し
た
。
な
お
、
当
夜
は
聴
衆
が
教
会
堂
に
充
ち
、
非
常
な
盛
会
と
な
っ
た
(「
第
三
回
青
年
大
演
説
会
」『
紀
伊
毎
日
新
聞
』、

明
治
三
六
年
八
月
一
八
日
、
二
頁
)。

八
月
第
四
日
曜
の
二
三
日
に
も
大
演
説
会
は
開
か
れ
た
ら
し
く
、
沖
野
が
『
滅
亡
近
き
に
あ
り
』
を
演
説
し
た
他
、
児
玉

大逆事件とお伽芝居
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は
『
現
代
の
思
潮
』、
鈴
木
は
『
催
眠
術
と
宗
教
』、
山
野
は
『
救
済
と
は
何
ぞ
』、
高
尾
は
『
社
会
主
義
の
立
場
よ
り
現
時

の
道
徳
問
題
を
論
ず
』
を
演
説
し
た
ら
し
い
(「
青
年
演
説
会
」『
紀
伊
毎
日
新
聞
』、
明
治
三
六
年
八
月
二
三
日
、
二
頁
)。」

(岡
崎
一
、
一
九
八
四
〈
七
〉、
七
頁
)

こ
の
明
治
三
十
六
(一
九
〇
三
)年
、
四
月
に
は
高
尾
は
奥
村
梅ば

い

皋こ
う

、
児
玉
花
外
ら
と
社
会
主
義
研
究
会
を
大
阪
で
開
い
た
り
、

発
禁
に
な
っ
た
児
玉
化
外
の
『
社
会
主
義
詩
集
』
へ
の
同
情
録
を
書
い
た
り
と
、
社
会
主
義
の
啓
蒙
活
動
に
関
わ
り
は
じ
め
た
頃

で
あ
っ
た
。二

、『
宿
命
』
の
位
置

福
森
裕
一
の
先
行
研
究
を
ま
と
め
る
だ
け
だ
が
、
明
治
四
十
三
(一
九
一
〇
)年
大
逆
事
件
の
逮
捕
を
免
れ
た
沖
野
岩
三
郎
は
、

大
正
五
(一
九
一
六
)年
十
一
月
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
が
本
社
新
築
落
成
を
記
念
し
て
募
集
し
た
「
懸
賞
文
芸
小
説
」
に
応
募
作
品

『
宿
命
』
を
出
し
、
二
等
当
選
を
果
た
し
た
。
こ
れ
は
沖
野
の
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
作
と
も
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
内
容
は
、
内
務
省
警
保
局
の
干
渉
に
よ
り

「『
政
治
史
又
は
思
想
史
の
貴
重
な
る
資
料
』
と
し
て
の
文
献
的
価
値
の
あ
る
社
会
的
作
品
か
ら
、
三
人
の
女
性
を
中
心
と

し
た
作
品
へ
と
大
き
く
変
更
さ
れ
た
」

(福
森
裕
一
、
二
〇
〇
九
Ａ
、
二
三
頁
)

も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
改
作
後
の
『
宿
命
』
は
大
正
七
(一
九
一
八
)年
九
月
六
日
か
ら
新
聞
連
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
十
一
月
二
十
日
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に
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
翌
大
正
八
(一
九
一
九
)年
十
二
月
福
永
書
店
か
ら
、
連
載
原
稿
に
大
幅
に
加
筆
修
正
を
加
え
た

単
行
本
『
宿
命
』
が
出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
、

「

結
論
か
ら
言
う
と
、
沖
野
は
単
行
本
『
宿
命
』
に
お
い
て
も
、
大
逆
事
件
を
克
明
に
描
く
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
単
行
本
『
宿
命
』
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
大
逆
事
件
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
大
き
な
社
会
的
視
点
か
ら
の
『
宿
命
』

で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
主
に
遺
伝
の
問
題
や
太
地
家
の
滅
亡
と
い
っ
た
非
常
に
規
模
の
小
さ
な
個
人
的
な
『
宿
命
』
に
終
始

し
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。」

(福
森
裕
一
、
二
〇
〇
九
Ａ
、
二
七
頁
)

と
い
う
矮
小
化
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

た
だ
、
以
下
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
単
行
本
『
宿
命
』
に
は
、
高
尾
楓
蔭
が
社
会
主
義
運
動
か
ら
転
じ
た
、
お
伽
芝
居
の

活
動
が
記
述
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
こ
れ
も
ま
た
文
化
史
ま
た
は
思
想
史
上
の
貴
重
な
る
文
献
的
価
値
あ
る
社
会
的
作
品
を
示
す
も

の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
思
う
の
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
福
森
が
、

「
投
稿
原
稿
『
宿
命
』
は
大
逆
事
件
を
克
明
に
描
い
た
近
代
文
学

史
上
比
類
の
な
い
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
、
資
料
的
価
値
を
含
ん
だ
沖
野
の
小
説
『
宿
命
』
を
研
究
す

る
上
に
お
い
て
は
、
一
刻
も
早
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
原
稿
の
発
見
が
望

ま
れ
る
」

(福
森
裕
一
、
二
〇
〇
九
Ｂ
、
三
六
五
頁
)

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
当
然
な
が
ら
歴
史
上
の
「
秘
密
」
が
明
か
さ

大逆事件とお伽芝居
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れ
る
べ
き
で
あ
る
の
は
、
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。

以
下
、
実
際
に
引
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
単
行
本
『
宿
命
』
の
大
正
十
五
(一
九
二
六
)年
改
訂
版
か
ら
で
、
福
森
に
よ
る
と
大
正

八
年
初
版
に
さ
ら
に
加
筆
訂
正
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
(福
森
裕
一
、
二
〇
一
二
)。
厳
密
に
は
新
聞
連
載
版
や
初
版
も
参
照
す
べ

き
だ
ろ
う
が
、
今
回
そ
の
余
裕
は
な
く
、
改
訂
版
の
み
を
使
っ
て
い
る
。

三
、
単
行
本
『
宿
命
』
に
お
け
る
お
伽
芝
居
の
記
述

対
象
と
な
る
の
は
『
宿
命
』
大
正
十
五
年
改
訂
版
の
一
三
九
頁
か
ら
一
七
八
頁
に
至
る
三
十
九
頁
の
部
分
で
あ
る
。
ま
ず
、
沖

野
岩
三
郎
自
身
を
モ
デ
ル
と
し
た
音
無
牧
師
と
、
高
尾
楓
蔭
亮
雄
を
モ
デ
ル
に
し
た
高
木
助
雄
が
大
阪
で
出
会
う
場
面
か
ら
始
ま

る
。
引
用
は
現
代
表
記
法
に
よ
り
、
新
字
体
に
改
め
、
一
部
の
漢
字
を
か
な
に
書
き
換
え
て
い
る
。
冒
頭
の
丸
括
弧
内
に
は
そ
の

引
用
の
要
約
を
記
す
。
引
用
の
最
後
に
は
単
行
本
『
宿
命
』
大
正
十
五
年
改
訂
版
の
頁
数
を
付
す
。

(道
頓
堀
で
の
高
木
の
講
演
)

「

神
戸
で
開
か
れ
た
牧
師
会
に
出
席
し
て
の
帰
る
さ
、
音
無
は
大
阪
へ
一
晩
泊
っ
て
噂
に
聞
い
て
い
た
千
日
前
と
道
頓
堀

の
夜
景
を
見
に
行
っ
た
。
雑
踏
中
を
揉
ま
れ
な
が
ら
門
並
の
絵
看
板
を
見
る
と
は
な
し
に
見
つ
つ
中
座
の
前
ま
で
来
る
と
、

大
き
な
立
て
看
板
に
墨
黒
々
と
『
文
芸
活
動
写
真
、
講
師
高
木
助
雄
』
と
あ
る
の
が
眼
に
留
っ
た
。

『
高
木
助
雄
逢
学
院
に
い
た
あ
の
高
木
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
逢
』
と
呟
き
つ
つ
講
師
の
名
前
に
牽
か
れ
て
ツ
イ
入
っ
て
見
る
と
、

表
の
景
気
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
た
不
入
で
、
場
内
は
ガ
ラ
ン
と
し
て
い
る
。
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一
二
分
経
つ
と
電
気
が
暗
く
な
っ
て
、
映
し
出
さ
れ
た
の
は
ミ
ル
ト
ン
の
失
楽
園
悪
魔
の
評
定
の
場
で
あ
っ
た
。
弁
士
は

普
通
の
活
弁
で
あ
っ
た
が
、
写
真
が
面
白
い
の
で
夢
中
に
な
っ
て
フ
ィ
ル
ム
の
跡
を
追
っ
て
い
る
と
、
や
が
て
一
時
間
ば
か

り
し
て
、
幕
間
の
バ
イ
オ
リ
ン
の
独
奏
が
終
っ
て
、
次
の
フ
ィ
ル
ム
に
移
る
前
、
小
柄
で
色
の
白
い
長
髪
の
男
が
フ
ロ
ッ
ク

姿
で
舞
台
に
現
れ
た
。

『
高
木
君
だ
、
高
木
君
だ
。』
と
音
無
は
一
目
見
て
我
知
ら
ず
下
足
札
で
膝
を
た
た
い
た
。

高
木
は
物
柔
ら
か
な
沈
着
な
口
調
で
、
ま
ず
ミ
ル
ト
ン
の
生
い
立
ち
か
ら
二
十
七
年
間
の
失
楽
園
の
苦
心
、
し
か
も
そ
の

辛
苦
に
対
す
る
報
酬
が
わ
ず
か
に
十
パ
ウ
ン
ド
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら
に
英
国
魂
の
説
明
か
ら
転
じ
て
我
が
日
本
魂

の
英
国
魂
に
劣
ら
ぬ
ゆ
え
ん
、
こ
の
清
い
日
本
魂
が
マ
ン
モ
ン
や
、
モ
ー
ロ
ッ
ク
の
よ
う
な
悪
魔
に
汚
さ
れ
ざ
ら
ん
こ
と
を

欲
す
る
希
望
を
ま
で
陳
べ
終
わ
っ
た
時
、
喝
采
は
ま
ず
二
階
の
正
面
か
ら
起
こ
っ
た
。
や
が
て
フ
ィ
ル
ム
は
一
時
間
ほ
ど
か

か
っ
て
人
間
の
最
初
の
悲
壮
な
る
歴
史
を
段
々
と
展
開
し
て
会
を
終
わ
っ
た
時
、
音
無
は
夢
幻
の
世
界
か
ら
初
め
て
現
実
世

界
へ
帰
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。」

(一
三
九
〜
一
四
〇
頁
)

こ
の
後
木
戸
口
で
、
松
本
時
子
と
音
無
が
出
会
い
、
そ
の
後
二
人
は
高
木
に
会
う
。

(高
木
と
の
会
見
)

「『
と
に
か
く
外
へ
出
ま
し
ょ
う
。』
音
無
は
靴
を
下
足
番
か
ら
受
取
っ
て
外
で
待
っ
て
い
る
と
、
左
手
の
木
戸
口
か
ら
高
木

が
出
て
来
た
。

『
高
木
君
葵
』
音
無
は
そ
の
側
へ
駈
け
よ
っ
た
。

『
や
ァ
、
音
無
君
じ
ゃ
な
い
か
。
僕
も
と
う
と
う
活
弁
じ
や
ァ
な
く
て
「
活
講
」
に
な
っ
た
よ
。』

大逆事件とお伽芝居
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『
面
白
か
っ
た
、
な
か
な
か
面
白
か
っ
た
。』

『
時
に
音
無
君
、
君
は
今
ど
こ
に
い
る
の
だ
い
。』

『
僕
は
紀
州
の
熊
野
に
い
る
。』

『
そ
う
か
、
え
ら
い
所
に
い
る
ん
だ
ネ
。』」

(一
四
一
頁
)

三
人
は
カ
フ
ェ
ー
に
入
っ
て
話
を
す
る
。
そ
こ
で
高
木
は
活
動
写
真
と
新
劇
協
会
の
一
座
を
加
え
て
熊
野
へ
乗
り
込
む
こ
と
を

提
案
す
る
。
松
本
時
子
が
お
金
を
引
き
受
け
る
と
い
う
。
音
無
は
大
石
誠
之
助
が
モ
デ
ル
の
田
原
清
一
が
資
本
を
出
し
て
い
る

「
サ
ン
セ
ッ
ト
」
と
い
う
新
聞
に
、
石
塚
覚
也
と
い
う
高
木
も
知
っ
て
い
る
男
が
新
聞
記
者
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
主
催
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

新
宮
に
帰
っ
た
音
無
が
田
原
に
相
談
す
る
と
、
興
業
人
湯
桁
牧
太
郎
に
万
事
を
頼
む
が
よ
い
と
い
う
の
で
、
音
無
は
湯
桁
を
訪

ね
る
。
湯
桁
の
協
力
を
取
り
付
け
て
、
い
よ
い
よ
高
木
の
劇
団
が
や
っ
て
来
る
。

(新
宮
で
の
公
演
)

「

わ
が
社
い
さ
さ
か
考
う
る
所
あ
り
、
社
会
改
良
策
の
一
助
と
し
て
来
る
十
五
日
よ
り
三
日
間
間
宮
町
旭
座
に
於
て
、

少
壮
文
芸
家
と
し
て
聞
こ
ゆ
る
高
木
助
雄
氏
の
組
織
せ
る
日
本
新
劇
協
会
一
座
を
招
聘
し
、
仏
国
文
豪
ビ
ク
ト
ル
・
ユ
ー

ゴ
ー
の
傑
作
「
エ
ル
ナ
ニ
」
を
公
演
い
た
し
候
。
同
座
に
は
特
に
哲
学
博
士
、
荒
川
重
人
氏
舞
台
監
督
兼
技
芸
員
と
し
て

加
入
い
た
し
候
。

か
つ
右
新
劇
の
外
、
英
国
詩
聖
ミ
ル
ト
ン
が
三
十
年
間
の
苦
心
に
成
る
大
傑
作
失
楽
園
の
大
活
動
写
真
を
ご
覧
に
入
れ
候
。

右
は
一
般
観
覧
者
を
謝
絶
し
、
本
紙
刷
込
の
入
場
券
(一
日
分
九
百
枚
)ご
持
参
の
方
に
限
り
入
場
料
金
四
十
銭
に
て
、
布
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団
、
火
鉢
、
茶
、
一
切
無
料
に
て
差
し
上
げ
、
か
つ
粗
菓
進
呈
仕
る
べ
く
候
。

こ
の
広
告
が
新
聞
サ
ン
セ
ッ
ト
の
第
一
面
に
二
号
活
字
で
掲
載
さ
れ
た
時
は
、
小
さ
い
町
は
に
わ
か
に
動
揺
し
て
町
中
ど

こ
へ
行
っ
て
も
芝
居
の
話
で
持
ち
切
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

九
月
十
三
日
の
朝
。
高
木
助
雄
の
一
座
二
十
四
人
は
新
宮
の
町
に
乗
り
込
ん
で
来
た
。
荒
川
博
士
は
出
発
間
際
に
に
わ
か

に
発
熱
し
て
一
座
に
加
わ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

高
木
は
宿
へ
着
く
と
す
ぐ
音
無
を
招
い
た
。
田
原
も
覚
也
も
来
た
。
四
人
が
相
談
の
結
果
ま
ず
旭
座
で
文
芸
講
演
会
を
開

く
こ
と
に
し
た
。
入
場
無
料
が
人
気
を
呼
ん
で
場
内
は
破
る
る
ば
か
り
の
大
入
り
で
、
失
楽
園
と
ユ
ー
ゴ
ー
に
関
す
る
四
人

の
講
話
が
い
ず
れ
も
聴
衆
を
感
動
せ
し
め
た
。

講
演
会
の
成
功
は
い
や
が
上
に
も
人
気
を
煽
っ
て
、
翌
日
の
サ
ン
セ
ッ
ト
社
は
新
聞
購
買
者
で
上
を
下
へ
と
混
雑
し
た
。

い
よ
い
よ
そ
の
日
と
な
っ
た
。
開
幕
前
か
ら
満
場
爪
も
立
た
ぬ
程
の
大
入
り
で
あ
っ
た
。
六
時
半
に
『
エ
ル
ナ
ニ
』
の
幕

が
開
い
た
。
高
木
の
ソ
ル
姫
を
始
め
、
三
浦
の
山
賊
エ
ル
ナ
ニ
、
水
谷
の
カ
ル
ロ
ス
王
、
素
人
で
は
あ
る
が
、
み
ん
な
相
応

に
舞
台
慣
れ
て
い
て
、
一
同
車
輪
に
や
っ
て
の
け
た
か
ら
見
物
は
い
ず
れ
も
片
唾
を
飲
ん
で
大
喝
采
を
し
た
。
と
く
に
松
本

の
シ
ル
バ
城
内
の
老
侯
は
非
常
に
よ
く
出
来
た
。
い
よ
い
よ
三
幕
目
の
エ
ル
ナ
ニ
が
恋
の
仇
カ
ル
ロ
ス
王
を
殺
し
に
行
こ
う

と
決
心
す
る
所
で
ひ
と
ま
ず
演
劇
を
終
わ
っ
て
活
動
写
真
に
移
っ
た
。

幕
の
閉
じ
た
時
、
見
物
席
か
ら
『
芝
居
を
や
れ
、
活
動
写
真
は
明
晩
に
せ
エ
。』
な
ど
と
叫
ぶ
も
の
も
あ
っ
た
が
、
い
よ

い
よ
楽
園
歓
楽
の
美
観
や
天
魔
波
旬
の
壮
観
が
映
し
出
さ
れ
た
時
は
、
見
物
は
静
ま
り
返
っ
て
観
た
。
そ
の
晩
は
ア
ダ
ム
と
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イ
ブ
が
知
恵
の
樹
の
実
を
食
う
夢
を
見
る
五
巻
目
の
初
め
ま
で
映
し
て
閉
会
し
た
。

雪
崩
を
打
っ
て
出
る
見
物
の
誰
も
彼
も
が
、
み
ん
な
芝
居
も
活
動
も
面
白
か
っ
た
と
取
々
に
評
判
し
て
い
た
。
音
無
は
群

衆
に
紛
れ
て
評
判
を
嬉
し
く
聞
き
な
が
ら
帰
っ
た
が
、
何
だ
か
頻
り
に
興
奮
し
て
眠
ら
れ
な
か
っ
た
。

三
年
前
に
高
木
が
牧
師
を
や
め
て
劇
壇
の
人
と
な
る
と
云
っ
た
時
、
牧
師
間
で
一
寸
問
題
に
し
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
極
力

高
木
の
弁
護
を
し
た
の
は
音
無
で
あ
っ
た
。
そ
の
高
木
が
舞
台
の
上
か
ら
数
百
数
千
の
人
々
を
自
由
自
在
に
泣
か
せ
た
り
怒

ら
せ
た
り
し
て
居
る
の
を
観
た
時
、
声
を
か
ら
し
て
説
教
し
て
も
五
人
十
人
し
か
集
ま
っ
て
来
な
い
自
分
の
境
遇
に
引
き
較

べ
て
い
さ
さ
か
高
木
を
羨
ま
し
く
も
思
っ
た
。

翌
日
は
観
客
が
開
場
を
待
ち
兼
ね
て
一
時
に
ド
ッ
と
な
だ
れ
る
よ
う
に
入
場
し
、
即
時
に
満
員
と
な
っ
て
、
リ
カ
ル
ド
王

が
長
々
し
い
独
白
を
や
っ
て
い
る
時
、
大
木
戸
で
『
入
れ
ろ
、
入
れ
ろ
葵
』
と
ひ
し
め
く
声
が
聞
こ
え
た
。

四
幕
目
の
末
に
リ
カ
ル
ド
が
神
聖
帝
国
の
帝
座
に
の
ぼ
っ
て
、
山
賊
エ
ル
ナ
ニ
に
ソ
ル
姫
を
あ
た
え
、『
し
あ
わ
せ
に
な

ド
ン
・
フ
ァ
ン
。
姫
は
御
身
の
妻
に
し
ろ
、
御
身
は
愛
す
る
姫
を
手
に
入
れ
た
。
朕
は
神
聖
帝
国
の
帝
位
を
得
た
。
エ
ル
ナ

ニ
葵
今
ま
で
の
こ
と
は
一
切
忘
れ
た
ぞ
葵
』
の
台
詞
で
幕
切
れ
に
な
る
と
満
場
は
破
る
る
ば
か
り
に
喝
采
し
た
。
再
び
幕
が

開
い
て
第
五
幕
目
の
幕
切
れ
の
エ
ル
ナ
ニ
と
ソ
ル
姫
と
が
毒
を
仰
い
で
天
を
指
し
つ
つ
『
美
し
い
国
へ
葵
』
と
抱
き
合
っ
た

時
、
臨
監
の
巡
査
は
突
如
と
し
て
『
中
止
葵
中
止
葵
』
と
叫
ん
だ
。
し
か
し
実
は
こ
れ
が
終
わ
り
で
あ
っ
た
の
で
警
吏
の
中

止
は
無
意
味
で
あ
っ
た
。

続
い
て
活
動
写
真
と
な
っ
て
、
昨
夜
の
残
巻
の
第
五
巻
の
後
半
か
ら
映
し
は
じ
め
た
が
、
九
巻
の
は
じ
め
の
悪
魔
が
毒
蛇

を
尋
ね
る
所
ま
で
来
る
と
も
う
十
二
時
近
く
な
っ
た
の
で
、
高
木
は
舞
台
に
現
れ
て
、
明
晩
は
写
真
の
残
部
を
最
初
に
映
し
、
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エ
ル
ナ
ニ
を
序
幕
か
ら
大
切
ま
で
演
じ
、
最
後
に
チ
ェ
ホ
フ
の
傑
作
『
犬
』
を
一
幕
演
ず
る
旨
を
広
告
し
て
打
ち
出
し
と
な

っ
た
。

音
無
と
覚
也
と
は
化
粧
部
屋
に
入
っ
て
行
っ
て
、
高
木
と
握
手
し
な
が
ら
成
功
を
祝
し
た
。

『
中
止
と
は
ひ
ど
い
ネ
、
あ
ん
な
所
で
。』
と
覚
也
は
憤
慨
し
た
口
調
で
言
っ
た
。

『
日
本
の
旧
劇
に
は
も
っ
と
ひ
ど
い
の
が
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、』
と
音
無
は
笑
い
な
が
ら
、『
新
の
字
が
付
く
と
何
で
も
い

け
な
い
の
だ
。』

『
そ
う
だ
、
新
宮
な
ん
て
い
う
地
名
も
あ
ら
た
め
な
き
や
ア
い
け
な
い
よ
。』
と
高
木
も
笑
っ
た
。

『
そ
う
さ
、
こ
の
節
は
新
と
い
う
字
と
社
会
と
い
う
字
が
大
禁
物
だ
か
ら
ナ
。
会
社
の
看
板
を
倒
に
置
い
て
も
首
が
飛
ぶ
か

も
知
れ
ん
ぜ
。』
音
無
は
喉
を
か
す
る
よ
う
に
笑
い
な
が
ら
言
っ
た
。

『
実
際
、
敏
感
だ
か
ら
ナ
ア
。』
と
覚
也
は
真
面
目
に
言
っ
た
。」

(一
五
五
〜
一
五
九
頁
)

翌
朝
に
な
る
と
熊
野
警
察
署
か
ら
召
喚
状
が
届
き
、
音
無
が
警
察
署
に
行
く
と
、
弾
圧
と
も
取
り
調
べ
と
も
つ
か
ぬ
こ
と
が
始

ま
っ
て
い
た
。

(警
察
署
)

「
封
筒
に
『
熊
野
警
察
署
』
と
書
い
て
あ
る
の
で
不
思
議
に
思
い
な
が
ら
ひ
ら
い
て
見
る
と
、

相
尋
ね
度
儀
有
之
候
條
此
通
知
書
受
領
次
第
実
印
携
帯
の
上
即
刻
当
署
ま
で
出
頭
す
べ
し

も
し
事
由
な
く
し
て
出
頭
せ
ざ
る
時
は
相
当
の
処
分
す
る
事
あ
る
べ
し
。

と
い
う
蒟
蒻
版
摺
の
召
喚
状
で
あ
っ
た
。
音
無
は
あ
る
い
は
エ
ル
ナ
ニ
劇
の
事
に
関
し
て
の
質
問
で
は
な
い
か
知
ら
…
…
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と
思
い
な
が
ら
警
察
へ
行
っ
て
見
る
と
、
警
察
署
に
は
召
喚
状
を
持
参
し
た
男
女
が
四
五
十
人
も
詰
め
か
け
て
い
て
、
署
長
、

警
部
補
、
部
長
等
七
人
が
か
り
で
必
死
に
聴
取
書
を
作
っ
て
い
る
。
音
無
は
柱
の
傍
ら
に
立
っ
て
四
十
二
三
歳
の
女
が
八
字

髭
の
巡
査
に
取
り
調
べ
ら
れ
て
い
る
の
を
聞
く
と
も
な
し
に
聞
い
て
い
る
と
、
果
た
し
て
こ
の
多
数
の
召
喚
が
エ
ル
ナ
ニ
劇

に
関
係
し
た
事
で
あ
る
と
知
っ
た
。

巡
査
は
女
の
生
命
年
齢
を
一
通
り
聞
き
た
だ
し
て
か
ら
、

『
朝
日
座
の
芝
居
へ
行
っ
た
か
。』

『
へ
え
参
り
ま
し
た
。』

『
お
前
さ
ん
の
家
に
は
サ
ン
セ
ッ
ト
ち
う
新
聞
を
取
っ
て
い
る
ん
だ
ネ
。』

『
へ
え
、
読
ん
で
い
ま
す
。』

『
あ
の
新
聞
は
何
主
義
だ
と
い
う
事
を
知
っ
て
い
る
の
か
。』

『
主
義
逢
そ
ん
な
も
の
は
知
り
ま
せ
ん
。』

『
社
会
主
義
の
新
聞
だ
と
い
う
事
を
知
っ
て
い
る
の
か
と
云
う
の
サ
。』

『
知
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
事
は
…
…
。』

『
芝
居
は
面
白
く
な
か
っ
た
ろ
う
逢
』

『
私
ら
に
は
む
ず
か
し
う
て
。
異
人
さ
ん
の
芝
居
で
す
さ
か
い
。』

『
四
十
銭
出
し
た
の
か
。』

『
へ
え
払
い
ま
し
た
。』
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『
四
十
銭
が
惜
し
く
な
り
は
し
な
い
か
。
あ
ん
な
芝
居
を
見
て
。』

『
私
ら
の
い
つ
も
行
く
芝
居
の
木
戸
銭
は
二
銭
三
銭
で
す
さ
か
い
。』

『
そ
の
金
を
返
し
て
や
ろ
う
と
云
っ
た
ら
ど
う
す
る
逢
』

『
そ
り
や
ア
返
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。』

『
で
は
切
符
を
買
わ
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
う
ん
だ
ナ
逢
』

『
ま
ア
、
そ
う
言
え
ば
そ
う
で
す
。』

『
サ
ン
セ
ッ
ト
社
に
だ
ま
さ
れ
た
と
思
わ
な
い
か
。』

『
そ
う
で
す
。
評
判
程
で
な
か
っ
た
さ
か
い
、
ま
ア
だ
ま
さ
れ
た
も
同
じ
こ
と
で
す
。』

『
よ
ろ
し
い
、
こ
れ
へ
印
を
捺
し
な
さ
い
。』

音
無
は
初
め
て
聴
取
書
と
い
う
も
の
を
知
っ
た
。
女
の
向
こ
う
に
は
五
十
ば
か
り
の
小
柄
な
男
が
部
長
に
調
べ
ら
れ
て
い

る
。

『
え
エ
、
欺
さ
れ
ま
し
た
と
も
、
エ
ラ
イ
目
に
あ
い
ま
し
た
。
ま
る
で
役
者
は
素
人
ば
か
り
で
す
も
の
。
あ
れ
で
三
等
鑑
札

を
持
っ
て
居
る
も
の
が
、
た
っ
た
八
人
し
か
な
い
の
で
す
。
活
動
の
機
械
は
杉
本
商
会
か
ら
た﹅

だ﹅

で
借
り
て
来
た
の
じ
ゃ
と

云
う
話
じ
ゃ
し
、
役
者
に
は
全
体
で
一
日
二
十
円
も
や
れ
ば
十
分
じ
ゃ
ろ
う
し
、
ど
う
し
て
も
一
日
に
三
百
円
は
儲
か
り
ま

し
た
ナ
。
田
原
さ
ん
も
な
か
な
か
食
え
ん
人
で
す
よ
。』
と
声
高
に
言
っ
て
い
た
。
音
無
は
憤
然
と
し
て
一
二
歩
部
長
の
方

へ
近
寄
っ
た
が
、
部
長
は
お
と
な
し
そ
う
な
顔
を
し
て
、
せ
っ
せ
と
聴
取
書
を
書
い
て
い
た
。
音
無
は
頭
の
中
で
『
罪
と

罰
』
の
小
説
に
あ
る
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
が
警
察
で
召
喚
さ
れ
た
時
の
記
事
を
想
い
出
し
て
、
あ
の
二
等
警
部
の
よ
う
な
横

大逆事件とお伽芝居
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柄
な
警
部
が
自
分
を
取
り
調
べ
た
な
ら
、
そ
し
て
二
等
警
部
が
、
あ
の
Ich

イ
ヒ

danke

ダ

ン

ケ

と
独
逸
語
で
答
え
た
白
い
着
物
を
き
た

り
っ
ぱ
な
婦
人
を
罵
っ
た
よ
う
に
(う
ぬ
、
貴
様
、
た
わ
け
め
葵
)な
ど
と
い
う
乱
暴
な
言
葉
で
く
っ
て
か
か
っ
て
来
た
な
ら

ど
う
し
よ
う
逢
な
ど
と
考
え
て
い
る
と
部
長
は
頭
を
上
げ
て
、

『
何
か
御
用
で
逢
』
と
問
う
た
。
音
無
は
召
喚
状
を
出
し
て
見
せ
る
と
、
部
長
は
そ
れ
を
持
っ
て
別
室
に
行
っ
た
が
、
や
が

て
再
び
現
れ
て
、
て
い
ね
い
な
言
葉
づ
か
い
で
、

『
ど
う
ぞ
二
階
へ
お
上
が
り
下
さ
い
。』
と
階
段
の
所
を
教
え
て
く
れ
た
。
音
無
は
下
駄
ば
き
の
ま
ま
二
階
へ
上
が
っ
て
見

る
と
、
ガ
ラ
ン
と
し
た
広
い
正
面
に
一
間
幅
の
黒
板
を
背
に
し
て
、
色
の
浅
黒
い
髭
の
な
い
警
部
が
机
を
控
え
て
頻
り
に
書

き
も
の
を
し
て
い
た
が
音
無
の
来
た
の
を
見
て
、『
ど
う
ぞ
お
掛
け
下
さ
い
。』
と
言
っ
て
机
の
呼
び
鈴
を
二
つ
鳴
ら
し
た
。

十
五
六
の
小
使
い
が
上
っ
て
来
た
の
で
警
部
は
巻
煙
草
を
ひ
ね
く
り
な
が
ら
、『
加
納
巡
査
に
来
て
下
さ
い
ッ
て
、
す
ぐ

だ
よ
。』
と
言
っ
て
煙
草
に
火
を
吸
い
つ
け
た
が
、
巡
査
の
来
た
の
を
見
て
、

『
君
、
ち
ょ
っ
と
聴
取
書
を
書
い
て
く
れ
た
ま
え
。』

『
ハ
ッ
承
知
し
ま
し
た
。』
と
巡
査
は
警
部
の
傍
ら
の
椅
子
に
腰
を
か
け
た
。

例
の
如
く
族
籍
調
べ
を
す
ま
し
て
か
ら
、
警
部
は
し
ず
か
に
尋
問
を
始
め
た
。

『
新
劇
協
会
の
高
木
君
と
は
ど
う
い
う
ご
関
係
で
す
か
。』

『
白
金
学
院
の
同
窓
で
す
。』

『
あ
な
た
は
エ
ル
ナ
ニ
劇
を
、
日
本
の
国
情
に
適
し
た
劇
だ
と
お
思
い
で
す
か
。』

『
必
ず
し
も
日
本
の
風
俗
に
一
致
す
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
別
段
風
教
に
害
が
あ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。』

( )



『
帝
王
と
泥
棒
と
が
女
を
争
う
と
い
う
よ
う
な
事
は
不
穏
当
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。』

音
無
は
黙
っ
て
い
た
。

『
そ
れ
か
ら
何
と
か
い
う
女
が
短
剣
を
抜
い
て
『
一
足
近
寄
れ
ば
王
の
い
の
ち
は
な
い
。』
と
言
う
所
が
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
あ
れ
は
ど
う
お
思
い
で
す
逢
』

『
そ
う
い
う
部
分
部
分
の
ご
質
問
で
は
。』
と
音
無
は
頭
を
搔
き
な
が
ら
、『
エ
ル
ナ
ニ
劇
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
ず
い
ぶ
ん

議
論
の
余
地
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
そ
う
抽
象
的
に
お
尋
ね
に
な
ら
れ
る
と
、
ち
ょ
っ
と
困
り
ま
す
。』

『
中
傷
的
逢
僕
は
決
し
て
中
傷
な
ん
か
し
な
い
で
す
。』

警
部
は
真
面
目
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
姿
勢
を
正
し
た
。
音
無
は
今
少
し
で
失
笑
す
る
所
で
あ
っ
た
が
、
急
に
他
人
の
無
学

を
笑
お
う
と
し
た
小
さ
い
自
負
心
を
愧
か
し
く
思
っ
た
。

『
あ
の
興
行
に
つ
い
て
金
銭
上
の
ご
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
で
す
か
。』

『
少
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。』
と
音
無
は
キ
ッ
パ
リ
答
え
た
。」

(一
六
〇
〜
一
六
五
頁
)

(田
原
邸
)

「

音
無
は
警
察
か
ら
す
ぐ
そ
の
足
で
田
原
を
訪
問
し
た
。
す
る
と
、『
や
ア
、
や
ら
れ
た
ナ
、
君
も
。』
と
田
原
は
笑
い
な

が
ら
玄
関
へ
出
て
来
た
。

『
今
調
べ
ら
れ
て
来
た
所
で
…
…
』

『
そ
う
か
、
ま
ア
入
り
た
ま
え
、
高
木
君
も
来
て
い
る
よ
。』

音
無
が
奥
へ
通
る
と
、
高
木
は
ク
シ
ャ
ク
シ
ャ
し
た
様
子
で
、
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『
朝
ッ
ぱ
ら
か
ら
警
察
へ
呼
ば
れ
て
、
ウ
ン
と
油
を
取
ら
れ
て
閉
口
し
た
よ
。』

『
露
西
亜
の
警
察
だ
っ
た
ら
、
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
の
よ
う
に
洒
落
の
一
つ
で
も
言
わ
れ
っ
る
ん
だ
が
、
ど
う
も
日
本
の
警

察
は
威
風
堂
々
と
し
て
い
る
か
ら
ネ
。』

『
と
こ
ろ
が
僕
を
調
べ
た
加
藤
何
と
か
い
う
警
部
は
、
イ
リ
ヤ
・
ペ
ト
ロ
ビ
ッ
チ
だ
か
ら
な
。』

『
ど
ん
な
こ
と
を
聞
か
れ
た
か
い
逢
』

『
ど
ん
な
も
こ
ん
な
も
な
い
。
エ
ル
ナ
ニ
は
秩
序
紊
乱
の
恐
れ
が
あ
る
ん
だ
と
サ
。』

『
じ
ゃ
ア
興
行
停
止
か
ネ
。』

『
マ
ダ
今
夜
の
興
行
届
は
し
て
な
い
ん
だ
が
、
ど
う
せ
芸
題
変
更
を
迫
ら
れ
る
だ
ろ
う
よ
。』

『
芸
題
を
変
更
し
ち
ゃ
ア
、
入
場
券
を
買
っ
た
連
中
が
そ
の
ま
ま
で
す
ま
さ
な
い
だ
ろ
う
。』

『
だ
か
ら
や
る
さ
。
う
ん
と
思
う
さ
ま
や
っ
て
や
る
よ
。』

『
そ
れ
は
い
け
な
い
。
喧
嘩
腰
に
な
る
必
要
は
な
い
よ
。
王
と
言
っ
て
悪
い
所
は
大
将
と
言
っ
て
も
よ
い
じ
ゃ
な
い
か
、
浄

瑠
璃
の
文
句
で
も
、
太
閤
記
十
段
目
で
(天
子
将
軍
に
な
っ
た
と
て
…
…
)と
云
う
所
の
天
子
と
云
う
二
字
を
抜
い
て
し
ま
っ

た
り
、
一
ノ
谷
嫩ふ

た
ば軍

記
で
は
(敵
と
目
ざ
す
は
安
徳
将
軍
)な
ど
と
い
う
時
代
だ
も
の
、
譲
歩
し
た
ま
え
、
警
察
へ
楯
を
突
く

の
は
い
け
な
い
よ
。』

『
じ
ゃ
ア
君
は
ユ
ー
ゴ
│
の
大
作
を
勝
手
に
改
作
し
ろ
ち
言
う
の
だ
ナ
。』

『
そ
う
じ
ゃ
ア
な
い
が
…
…
』

『
じ
ゃ
ア
堂
々
と
や
る
よ
り
外
は
な
い
。
七
十
八
年
前
か
ら
全
世
界
の
何
千
万
人
に
読
ま
れ
た
大
作
が
新
宮
の
町
の
人
に
だ
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け
不
穏
だ
と
い
う
理
由
が
あ
る
か
。
大
い
に
争
う
ネ
。』

『
大
変
な
け
ん
ま
く
だ
な
。
マ
グ
ダ
で
も
ノ
ラ
で
も
、
日
本
の
舞
台
で
は
み
ん
な
肝
心
な
文
句
を
引
き
抜
か
れ
て
る
じ
ゃ
ア

な
い
か
。
展
覧
会
の
裸
体
の
彫
刻
へ
は
赤
い
腰
巻
を
ま
か
せ
る
時
代
だ
も
の
。』

『
じ
ゃ
ア
音
無
君
、
君
は
新
約
聖
書
の
キ
リ
ス
ト
と
い
う
文
字
を
弘
法
大
師
、
パ
ウ
ロ
を
行
基
菩
薩
と
改
名
し
て
読
め
と
言

わ
れ
た
時
ど
う
す
る
逢
』

音
無
は
黙
っ
て
う
つ
む
い
て
し
ま
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
高
木
は
顔
色
を
和
ら
げ
な
が
ら
、

『
な
ア
に
、
言
わ
ば
今
度
の
こ
と
も
一
種
の
喜
劇
サ
。
今
朝
僕
は
警
察
で
あ
ん
ま
り
い
ろ
ん
な
事
を
訊
か
れ
る
か
ら
少
々
面

倒
く
さ
く
な
っ
て
。
西
洋
も
の
が
お
い﹅

や﹅

な
ら
高
山
彦
九
郎
で
も
や
り
ま
し
ょ
う
か
ッ
て
言
っ
た
ら
、
警
部
は
け
げ
ん
な
顔

を
し
て
、
(高
山
彦
九
郎
ッ
て
俳
優
が
居
る
の
か
)ッ
て
ご
質
問
じ
ゃ
な
い
か
。』

田
原
も
音
無
も
思
わ
ず
ふ
き
だ
し
た
。
最
前
か
ら
始
終
沈
黙
し
て
二
人
の
問
答
を
聞
い
て
い
た
田
原
は
微
笑
を
含
み
な
が

ら
、

『
何
で
も
警
察
へ
ひ
ど
い
投
書
を
し
た
者
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
今
度
の
興
行
は
第
一
思
想
が
い
け
な
い
の
と
、
一
つ
は
誇
大

の
広
告
を
し
て
不
当
の
暴
利
を
食
ら
う
と
す
る
た
め
で
、
俳
優
の
球
菌
は
一
座
二
十
四
人
に
対
し
て
一
日
二
十
五
円
、
活
動

写
真
の
フ
ィ
ル
ム
は
無
料
だ
か
ら
一
晩
で
二
百
円
以
上
は
儲
か
る
な
ど
と
密
告
し
た
も
の
が
あ
る
の
ら
し
い
。
劇
場
料
も
電

気
料
も
税
金
も
船
賃
も
一
切
無
料
に
し
て
く
れ
れ
ば
、
そ
れ
く
ら
い
は
残
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
税
金
だ
ッ
て
三
日
で
百
二

十
円
も
い
る
ん
だ
が
ネ
。』

『
そ
ん
な
投
書
を
警
察
署
は
信
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
。』
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音
無
は
腹
立
た
し
そ
う
に
言
っ
た
。

『
な
ア
に
敵
は
本
能
寺
に
あ
り
さ
。
第
一
広
告
に
社
会
改
良
策
の
一
助
と
し
て
と
い
う
文
字
の
あ
っ
た
の
が
、
悪
か
っ
た
ん

だ
よ
。
義
主
会
社
が
祟
っ
た
の
だ
よ
。』

田
原
は
そ
う
云
っ
て
、
は
ッ
は
、
は
ッ
は
、
と
笑
っ
た
。

『
義
主
会
社
逢
義
主
会
社
逢
』
と
高
木
は
首
を
ひ
ね
っ
て
い
た
。

『
会
社
の
看
板
を
倒
に
し
て
置
け
な
い
土
地
だ
も
の
。』

『
な
る
ほ
ど
葵
』
と
高
木
も
こ
ぶ
し
で
膝
が
し
ら
を
た
た
き
な
が
ら
笑
っ
た
。」

(一
六
五
〜
一
六
八
頁
)

最
後
に
高
木
と
松
本
時
子
の
対
話
で
、
時
子
は
伊
勢
へ
立
つ
と
い
う
。「
座
員
の
方
は
四
日
市
の
方
で
興
行
し
て
ら
っ
し
ゃ
る

ん
で
し
ょ
う
。」
と
い
う
時
子
の
問
い
か
け
が
あ
る
。
事
件
の
顚
末
が
興
業
人
湯
桁
と
、
サ
ン
セ
ッ
ト
新
聞
の
署
名
人
清
水
が
二

十
日
間
の
拘
留
で
済
ん
だ
こ
と
を
高
木
が
語
る
。
宗
教
で
は
だ
め
だ
と
芸
術
に
携
わ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
も
だ
め
だ
と
言
い
、

『
落
伍
者
で
す
か
ら
女
を
論
ず
る
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ヤ
女
ば
か
り
で
は
な
い
。
一
切
が
幻
滅
で
す
。
も
う
僕
も
芸
術

を
断
念
し
て
、
ト
ラ
ピ
ス
ト
へ
で
も
入
っ
て
一
生
を
無
言
で
暮
ら
そ
う
か
知
ら
逢
』

(一
七
八
頁
)

と
い
う
傍
白
で
高
木
の
登
場
は
終
わ
る
。

四
、
歴
史
的
事
件
と
し
て
の
お
伽
芝
居
弾
圧
事
件

さ
て
、
長
い
引
用
に
な
っ
た
『
宿
命
』
の
一
部
だ
が
、
高
木
助
雄
が
高た

か

尾お

亮あ
き

雄お

を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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亮
は
す
け
、
と
も
読
め
る
し
、「
小
柄
で
色
の
白
い
長
髪
の
男
」
(一
三
九
頁
)と
い
う
容
貌
も
楓
蔭
高
尾
亮
雄
そ
の
人
の
も
の
だ
。

た
だ
し
小
説
の
設
定
の
よ
う
に
、
大
石
誠
之
助
の
援
助
に
よ
っ
て
、
新
宮
で
高
尾
の
芝
居
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
に

は
明
治
四
十
一
(一
九
〇
八
)年
十
月
一
日
の
、
三
重
県
津
市
の
観
音
寺
境
内
の
曙

あ
け
ぼ
の座

で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
お
伽
芝
居
中
止
騒
ぎ

一
昨
日
午
後
六
時
半
よ
り
当
曙
座
に
開
会
せ
る
お
伽
芝
居
は
満
場
立
錐
の
余
地
な
き
大
入
り
に
て
観
客
は
大
人
二
分
小
人

八
分
の
割
合
に
て
当
日
は
育
児
院
の
子
ど
も
も
招
待
し
た
り
定
刻
に
至
る
や
若
山
主
幹
の
開
会
の
辞
君
が
代
の
唱
歌
あ
り
て

序
幕
鬼
だ
ま
し
、
歯
ぬ
け
狼
、
牛
若
弁
慶
を
演
じ
此
の
間
に
高
尾
主
事
は
お
伽
芝
居
の
事
に
付
き
演
説
を
為
し
次
に
浮
か
れ

胡
弓
に
移
り
し
が
第
四
場
目
に
至
り
巡
査
が
胡
弓
を
聞
き
て
浮
か
れ
出
し
踊
る
様
は
滑
稽
に
て
喝
采
を
博
し
幕
を
閉
づ
る
や

臨
監
の
某
巡
査
は
忽
ち
楽
屋
に
入
り
該
劇
は
公
安
を
害
す
る
も
の
と
認
む
べ
き
を
以
て
中
止
せ
よ
と
迫
り
若
山
主
幹
は
中
止

せ
ず
と
述
べ
益
々
議
論
に
花
が
咲
き
何
時
果
つ
べ
し
と
も
見
え
ず
此
の
時
高
尾
主
事
は
舞
台
に
現
れ
中
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
る

次
第
を
述
べ
て
観
客
に
詫
び
た
る
も
観
客
は
容
易
に
聞
き
入
れ
ず
演
者
に
同
情
を
表
し
て
ヤ
レ
ヤ
レ
と
絶
叫
し
喧
噪
云
わ
ん

方
な
く
一
時
は
非
常
の
騒
擾
を
極
め
た
る
が
結
局
中
止
す
る
こ
と
と
な
り
其
代
り
と
し
て
猿
蟹
合
戦
後
日
物
語
を
演
じ
て
十

一
時
過
ぎ
無
事
散
会
し
た
り
」

(『
伊
勢
新
聞
』
一
九
〇
八
年
十
月
三
日
五
頁
)

こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
高
尾
本
人
も
回
想
が
あ
る
。

「

わ
た
し
た
ち
の
お
伽
芝
居
は
名
古
屋
で
可
な
り
の
好
い
宣
伝
を
さ
れ
て
い
た
事
だ
か
ら
、
中
京
の
各
新
聞
の
勢
力
範
囲

で
あ
る
三
重
県
に
も
噂
は
そ
れ
か
ら
そ
れ
と
流
布
さ
れ
て
、
学
校
方
面
に
も
大
に
期
待
を
も
た
れ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
乗
り

込
ん
で
行
っ
た
か
ら
、
素
晴
ら
し
い
人
気
を
博
し
た
。
芸
題
は
ヴ
ェ
ニ
ス
の
法
廷
を
お
伽
式
に
や
り
直
し
た
『
動
物
裁
判
』
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に
『
歯
ぬ
け
狼
』
と
、
こ
の
『
う
か
れ
胡
弓
』
だ
っ
た
の
で
す
。
三
重
県
は
当
時
、
脚
本
の
検
閲
が
保
安
課
で
取
扱
わ
な
い

で
、
劇
場
へ
臨
検
し
に
く
る
興
行
係
り
の
一
巡
査
に
ま
か
し
て
あ
っ
た
。『
う
か
れ
胡
弓
』
の
上
演
は
第
一
、
二
、
三
場
と

ま
で
は
無
事
、
第
四
場
に
至
っ
て
、
上
官
・
下
官
の
警
察
官
が
魔
法
の
胡
弓
で
浮
か
れ
出
す
く
だ
り
に
な
る
と
、
劇
そ
の
ま

ま
の
虎
髭
さ
ん
が
、
ツ
カ
ツ
カ
と
わ
が
舞
台
に
上
っ
て
来
て
『
こ
の
劇
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
、
警
官
を
侮
辱
し
た
よ
う
な

仕
草
が
あ
る
か
ら
差
止
め
る
』
と
き
た
。『
ハ
イ
、
こ
れ
は
空
想
の
お
伽
芝
居
で
、
し
か
も
外
国
の
世
界
で
ご
ざ
り
ま
す
る

し
、
第
五
場
で
は
裁
判
官
も
踊
り
ま
す
ヨ
』
と
皮
肉
を
い
う
と
、
件
の
御
役
人
ま
す
ま
す
怒
っ
て
興
行
の
全
部
中
止
を
命
じ

た
。わ

た
し
は
わ
ざ
と
恭
し
く
『
御
命
令
な
ら
致
方
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
応
見
物
の
方
々
に
お
断
り
を
い
た
し
ま
す
か
ら
』

と
、
フ
レ
ッ
ト
の
舞
台
衣
装
の
ま
ま
、
大
演
説
を
始
め
た
。
見
物
は
無
論
こ
ち
ら
に
同
情
し
て
『
や
れ
や
れ
、
大
い
に
や
る

べ
し
、
警
官
横
暴
横
暴
』
の
声
が
大
向
か
ら
か
か
っ
て
く
る
、
さ
な
が
ら
今
日
の
労
働
演
説
会
そ
っ
く
り
の
光
景
、
こ
ち
ら

も
調
子
に
の
っ
て
、
し
ゃ
べ
り
出
す
。
お
巡
り
さ
ん
は
何
で
も
な
い
旅
役
者
位
に
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
存
外
口
達
者
な

弁
論
家
が
そ
ろ
う
て
い
る
の
で
、
テ
レ
く
さ
く
、
満
場
の
聴
衆
か
ら
慢
罵
を
浴
び
せ
か
け
ら
れ
て
い
よ
い
よ
真
赤
に
な
る
、

こ
の
と
こ
ろ
劇
以
上
の
お
も
し
ろ
い
場
面
を
現
出
し
た
の
で
し
た
。

翌
日
、
わ
た
し
は
県
庁
の
保
安
課
に
出
頭
し
て
い
ろ
い
ろ
陳
弁
に
及
び
、
陳
謝
し
て
み
た
が
、
綸
言
汗
の
如
く
一
度
中
止

を
命
じ
た
も
の
は
三
重
県
内
で
は
一
切
興
行
ま
か
り
な
ら
ぬ
と
の
官
僚
一
流
の
威
儀
を
示
さ
れ
て
、
こ
こ
に
万
事
休
す
。
そ

こ
で
そ
の
足
で
土
地
の
新
聞
社
に
飛
び
込
ん
で
、
事
情
を
訴
え
る
と
、
こ
ん
な
土
地
と
し
て
は
大
に
ニ
ュ
ー
ス
バ
リ
ュ
ー
が

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
可
な
り
な
紙
面
を
割
愛
し
て
く
れ
て
、
わ
た
し
た
ち
に
勝
手
に
書
け
と
い
う
。
筆
執
る
こ
と
は
元
か
ら
本
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職
、
田
舎
新
聞
記
者
以
上
だ
か
ら
警
察
攻
撃
の
鋭
い
筆
鋒
を
揮
っ
た
。」

(高
尾
亮
雄
、
一
九
二
九
、
三
四
〜
三
五
頁
)

こ
の
事
件
を
歴
史
的
事
件
と
し
て
初
め
て
研
究
し
て
、
論
文
に
と
り
あ
げ
た
武
内
善
信
は
、
新
宮
に
い
ち
早
く
伝
わ
っ
た
こ
と

を
述
べ
て
い
た
。

「

お
伽
芝
居
中
止
事
件
が
全
国
に
ど
の
程
度
広
ま
っ
た
か
分
ら
な
い
が
、
隣
の
和
歌
山
県
新
宮
の
『
熊
野
新
報
』
に
は
一

週
間
ほ
ど
で
伝
わ
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
は
大
石
誠
之
助
の
お
ひ
ざ
元
で
、
和
歌
山
時
代
の
友
人
の
沖
野
岩
三
郎
が
牧

師
と
し
て
赴
任
し
て
お
り
、
特
殊
な
例
か
も
し
れ
な
い
。」

(武
内
善
信
、
一
九
九
六
、
一
七
七
頁
)

と
し
て
い
る
。
そ
の
『
熊
野
新
報
』
の
記
事
を
全
文
収
め
て
お
く
。

「
伊
勢
国
津
市
に
於
て
興
行
せ
し
お
伽
俱
楽
部
演
劇
中
に
社
会
主
義
の
意
味
あ
り
と
て
其
筋
よ
り
中
止
さ
れ
役
者
一
名
は
警

察
署
に
拘
引
さ
れ
た
そ
う
な

ソ
コ
で
小
児

こ
ど
も

相
手
の
芝
居
も
中
々
油
断
は
な
ら
ず
と
咡
く
者
が
あ
る

蓋
し
在
世
歴
史
家
の

笑
い
草
だ
ろ
う
」

(『
熊
野
新
報
』
一
九
〇
八
年
十
月
十
二
日
)

五
、『
宿
命
』
に
お
け
る
沖
野
岩
三
郎
の
受
け
止
め
方

『
熊
野
新
報
』
の
記
事
を
沖
野
は
間
違
い
な
く
読
ん
だ
に
違
い
な
い
。
そ
こ
か
ら
嵐
の
よ
う
に
明
治
四
十
三
(一
九
一
〇
)年
の
大

逆
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
、
大
正
五
(一
九
一
六
)年
に
大
阪
朝
日
新
聞
に
『
宿
命
』
を
投
稿
し
、
大
正
八
(一
九
一
九
)年
、
単
行
本

『
宿
命
』
を
発
行
、
大
正
十
五
(一
九
二
六
)年
改
訂
版
を
出
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
中
で
、
四
十
頁
に
近
い
部
分
と
し
て
、
高
尾

の
お
伽
芝
居
弾
圧
事
件
を
小
説
に
取
入
れ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
意
図
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
逢

大逆事件とお伽芝居
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『
宿
命
』
に
お
い
て
、
高
木
の
新
劇
協
会
を
受
け
入
れ
る
先
と
な
っ
た
の
は
「
サ
ン
セ
ッ
ト
」
と
い
う
新
聞
社
で
あ
っ
た
。
実

は
こ
れ
は
虚
構
で
は
な
く
、
編
集
人
沖
野
岩
三
郎
、
発
行
兼
印
刷
人
沖
野
ハ
ル
、
発
行
所
は
和
歌
山
県
新
宮
町
百
五
十
八
番
地
落

陽
社
か
ら
「
サ
ン
セ
ッ
ト
」
が
出
さ
れ
た
の
は
明
治
四
十
三
(一
九
一
〇
)年
二
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
石
誠
之
助
と
沖

野
の
共
同
編
集
と
言
っ
て
い
い
よ
う
だ
。

「

一
九
〇
一
(明
治
四
十
二
)年
七
月
和
歌
山
県
知
事
の
交
代
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
伊
沢
多
喜
男
か
ら
、
富
山
県
か
ら

赴
任
し
た
川
上
親
晴
へ
の
交
代
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
伊
沢
の
子
息
が
、
後
の
劇
作
家
飯
沢
匡
(本
名
伊
沢
紀
)で
あ
る
。

新
任
の
川
上
は
、
警
視
庁
で
社
会
主
義
鎮
圧
係
り
を
専
門
に
や
っ
た
経
歴
が
あ
っ
た
。
川
上
知
事
は
新
宮
中
学
の
ス
ト
ラ

イ
キ
に
関
す
る
談
話
の
な
か
で
、『
同
町
に
は
社
会
主
義
を
抱
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
、
是
等
が
学
生
に
感
化
を
与
え
る
と

い
ふ
事
は
頗
る
危
険
な
事
で
あ
る
。
大
石
某
は
こ
の
社
会
主
義
を
抱
い
て
い
る
も
の
で
』
と
、
直
接
誠
之
助
の
名
を
挙
げ
て

指
弾
し
、『
我
が
建
国
の
基
』
に
離
反
し
て
い
る
社
会
主
義
を
、『
容
る
る
事
は
断
じ
て
出
来
な
い
の
で
あ
る
』
と
、
強
い
決

意
を
語
っ
て
い
る
(『
牟
婁
新
報
』
明
治
四
十
三
年
一
月
六
日
付
)。『
サ
ン
セ
ッ
ト
』
が
発
刊
さ
れ
る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
う
い

う
時
期
で
あ
っ
た
。」

(辻
本
雄
一
、
熊
野
新
聞
社
編
、
二
〇
一
一
、
六
九
頁
)

「
サ
ン
セ
ッ
ト
」
の
第
五
号
は
明
治
四
十
三
(一
九
一
〇
)年
六
月
十
五
日
だ
が
、
す
で
に
大
逆
事
件
の
検
挙
が
始
ま
っ
て
お
り
、

大
石
宅
の
捜
索
、
五
日
深
夜
に
は
大
石
誠
之
助
は
拘
引
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
緊
迫
の
中
に
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
高
木
助
雄
の
新
劇
協
会
公
演
が
中
止
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
た
「
サ
ン
セ
ッ
ト
」
新
聞
も
処
分
を
受
け
る
と

い
う
小
説
の
中
の
進
行
は
、
ま
さ
に
大
逆
事
件
の
激
し
い
緊
迫
し
た
事
態
を
、
沖
野
岩
三
郎
に
と
っ
て
想
い
起
さ
せ
る
設
定
だ
っ

た
と
言
え
る
。
事
件
そ
の
も
の
を
あ
か
ら
さ
ま
に
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
が
出
来
な
い
状
況
は
続
い
て
い
た
わ
け
だ
が
、「
熊
野
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新
報
」
が
報
じ
た
津
市
で
の
お
伽
芝
居
中
止
事
件
に
、
沖
野
が
予
感
し
た
事
態
が
そ
の
ま
ま
大
逆
事
件
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
高
尾
楓
蔭
が
子
ど
も
に
感
じ
た
よ
う
な
未
来
性
を
、
お
伽
芝
居
に
感
じ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
沖
野
岩
三
郎
は
、

西
洋
演
劇
を
登
場
さ
せ
る
が
、
子
ど
も
向
け
の
も
の
と
は
し
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、
小
説
中
に
活
動
写
真
で
の
講

演
な
ど
も
含
め
て
、
い
か
に
も
高
尾
が
や
り
そ
う
な
こ
と
と
い
う
リ
ア
リ
テ
ィ
は
感
じ
ら
れ
る
。
伊
勢
で
の
事
件
の
報
道
を
読
ん

で
、
も
し
「
サ
ン
セ
ッ
ト
」
が
彼
ら
を
呼
ん
だ
な
ら
、
と
い
う
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
見
た
と
も
言
え
る
。
実
際
の
「
サ
ン

大逆事件とお伽芝居

( )

写真 「サンセット」第 号第 面

写真 新宮市立図書館 (撮影筆者)



セ
ッ
ト
」
は
コ
ピ
ー
が
新
宮
市
立
図
書
館
に
も
あ
り
読
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
同
人
紙
的
な
も
の
で
い
わ
ゆ
る
商
業
紙
の
よ
う
に

興
行
を
企
画
し
た
り
、
主
催
し
た
り
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
お
よ
そ
で
き
そ
う
に
は
な
か
っ
た
の
だ
が
。

六
、
何
故
「
エ
ル
ナ
ニ
」
だ
っ
た
か
逢

管
見
か
ら
す
る
と
、『
宿
命
』
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
、
何
故
ユ
ー
ゴ
ー
の
「
エ
ル
ナ
ニ
」
を
こ
こ
で
採
用
し
た
の
か
の
分

析
を
し
た
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
さ
ら
に
私
見
を
連
ね
る
こ
と
に
し
よ
う
。

歴
史
的
事
実
と
し
て
、
高
尾
楓
蔭
達
の
お
伽
芝
居
で
は
「
う
か
れ
胡
弓
」
や
「
動
物
裁
判
」
な
ど
、
巌
谷
小
波
の
「
世
界
お
伽

噺
」
を
西
洋
も
の
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
源
泉
と
し
て
い
た
が
、『
宿
命
』
内
で
の
「
サ
ン
セ
ッ
ト
」
紙
の
広
告
で
は
、

「
仏
国
文
豪
ビ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
の
傑
作
『
エ
ル
ナ
ニ
』
を
公
演
い
た
し
候
。
同
座
に
は
特
に
哲
学
博
士
、
荒
川
重
人
氏

舞
台
監
督
兼
技
芸
員
と
し
て
加
入
い
た
し
候
。
か
つ
右
新
劇
の
外
、
英
国
詩
聖
ミ
ル
ト
ン
が
三
十
年
間
の
苦
心
に
成
る
大
傑

作
失
楽
園
の
大
活
動
写
真
を
ご
覧
に
入
れ
候
。」

(一
五
五
〜
一
五
六
頁
)

と
、
あ
っ
た
中
の
荒
川
重
人
博
士
と
い
う
名
前
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
荒
川
重
秀
博
士
が
実
際
の
名
前
で
、
高
尾
楓
蔭
と
と
も

に
、
お
伽
芝
居
の
発
展
形
と
し
て
、
家
庭
劇
を
提
唱
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
家
庭
劇
協
会
設
立
趣
旨
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、

明
治
四
十
五
(一
九
一
二
)年
一
月
の
『
文
藝
画
報
』
誌
で
あ
っ
た
。

「
雑
報

家
庭
劇
の
成
立

荒
川
博
士
と
お
伽
芝
居
の
高
尾
楓
蔭
氏
と
の
発
企
に
し
て
第
一
回
に
は
菊
池
幽
芳
氏
の
『
家
な
き
児
』
を
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演
ず
べ
し
と

家
庭
劇
協
会
設
立
趣
旨

小
説
に
家
庭
小
説
あ
る
如
く
劇
に
も
又
た
家
庭
劇
な
か
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず

現
在
に
深
刻
な
る
社
会
劇
の
存
立
せ
ら
る
べ
き
一
面
に
於
て
清
新
な
る
家
庭
の
趣
味
に
適
す
る
演
劇
の
要
求
せ
ら
る
る
又
た

必
然
の
事
な
り
と
す

家
庭
劇
は
現
代
の
趣
味
に
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ
る
時
代
劇
の
他
に
無
味
沈
滞
に
し
て
時
代
の
風
潮
に
伴
わ
ざ
る
所
謂
新
派
劇
の

他
に
一
種
清
新
な
る
藝
風
を
興
さ
ん
と
す
る
に
あ
り

家
庭
劇
に
は
此
の
卑
俗
と
惨
忍
の
分
子
を
含
ま
ず
飽
く
ま
で
も
高
雅
に
し
て
平
易
し
か
も
時
代
の
進
運
に
順
い
婦
人
と
児
童

を
中
心
と
し
た
る
家
庭
団
欒
の
健
全
な
る
娯
楽
に
適
せ
し
め
以
て
聊
か
社
会
教
育
の
一
端
に
資
せ
ん
と
す

家
庭
劇
の
技
藝
員
は
品
位
高
尚
に
し
て
相
当
の
学
識
を
有
し
教
育
文
藝
に
深
き
趣
味
を
持
し
専
心
技
藝
の
研
鑽
を
な
し
技
藝

監
督
に
於
て
適
当
と
認
め
た
る
者
を
以
て
組
織
す

家
庭
劇
協
会
規
定

一

本
会
を
家
庭
劇
会
と
称
す

一

本
会
の
趣
旨
を
賛
成
す
る
者
は
内
外
人
男
女
を
問
わ
ず
入
会
す
る
事
を
得

一

会
員
は
会
費
と
し
て
毎
月
金
一
円
を
納
付
す
る
も
の
と
す

一

会
員
は
本
会
の
公
演
及
び
講
演
会
等
に
同
伴
者
一
人
を
共
に
出
席
す
る
事
を
得

大逆事件とお伽芝居
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一

本
会
は
京
阪
神
各
地
に
於
て
毎
月
四
回
以
上
の
公
演
を
な
す

一

本
会
に
別
に
講
演
部
を
設
け
時
々
内
外
知
名
の
士
を
聘
し
教
育
文
藝
に
関
す
る
講
演
会
を
開
く

一

本
会
に
技
藝
部
員
を
置
き
技
藝
監
督
の
許
に
研
究
練
磨
せ
し
む

一

本
会
に
顧
問
評
議
員
技
藝
監
督
及
び
理
事
を
設
け
理
事
は
会
務
を
処
理
す

一

本
会
の
事
務
所
を
大
阪
市
北
区
堂
島
裏
町
三
、
九
に
設
く

発
企
設
立
者

荒
川
重
秀

同

高
尾
亮
雄
」
(『
文
藝
画
報
』、
一
九
一
二
年
一
月
号
)

同
年
三
月
に
は
浜
寺
公
会
堂
に
て
「
家
な
き
児
」
が
演
じ
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
沖
野
岩
三
郎
は
こ
の
家
庭
劇
協
会
で
の
高
尾
楓

蔭
と
荒
川
重
秀
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

荒
川
重
秀
に
つ
い
て
は
外
山
敏
雄
の
論
文
「
札
幌
農
学
校
草
創
期
の
人
々
：
W
.P.Brooks及
び
荒
川
重
秀
」
に
詳
し
い
。
そ

れ
に
よ
る
と
安
政
六
(一
八
五
九
)年
生
れ
、
明
治
九
(一
八
七
六
)年
札
幌
農
学
校
第
一
期
生
。
明
治
四
十
四
(一
九
一
一
)年
大
阪
で

川
上
音
二
郎
の
大
阪
帝
国
座
旗
上
げ
に
参
加
、
本
職
の
俳
優
に
な
っ
た
、
と
な
っ
て
い
る
。
高
尾
と
の
接
触
は
こ
こ
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
ア
メ
リ
カ
留
学
の
経
験
が
あ
り
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の
翻
案
脚
本
を
書
い
た
そ
う
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
、「
家
な
き
児
」
で
な
く
、
小
説
中
で
な
ぜ
ビ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
の
「
エ
ル
ナ
ニ
」
で
あ
っ
た
の
か
逢
ま
ず
、

驚
い
た
こ
と
に
、
板
垣
退
助
は
明
治
十
五
(一
八
八
二
)年
末
か
ら
翌
年
四
月
下
旬
ま
で
、
後
藤
象
二
郎
ら
と
と
も
に
パ
リ
に
滞
在

し
、
そ
こ
で
ユ
ー
ゴ
│
と
の
会
見
を
行
っ
て
い
た
の
だ
。
そ
の
こ
ろ
の
ユ
ー
ゴ
ー
は
十
九
年
に
お
よ
ぶ
亡
命
生
活
を
終
え
、
第
三

共
和
政
下
の
民
主
主
義
の
カ
リ
ス
マ
的
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
国
民
的
英
雄
だ
っ
た
。
会
見
は
実
際
に
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
自
由
民
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権
運
動
は
こ
の
会
見
を
存
分
に
政
治
利
用
す
る
。
有
名
な
「
板
垣
死
す
と
も
自
由
は
死
せ
ず
」
と
い
う
板
垣
退
助
の
台
詞
も
こ
の

文
脈
上
に
あ
っ
た
よ
う
な
の
だ
(稲
垣
直
樹
「
ユ
ゴ
ー
と
日
本
」)。
ま
た
明
治
二
十
年
代
に
な
る
と
、
森
田
思
軒
は
、
ユ
ー
ゴ
ー
の

死
刑
廃
止
と
い
う
社
会
的
立
場
を
明
確
に
し
た
作
品
を
翻
訳
し
た
と
い
う
(川
戸
道
昭
・
榊
原
貴
教
、
二
〇
〇
九
、
一
二
七
頁
)。

『
宿
命
』
が
書
か
れ
た
大
正
年
間
に
は
、
こ
の
政
治
的
イ
メ
ー
ジ
は
ず
い
ぶ
ん
弱
ま
っ
て
い
た
が
、
自
由
民
権
運
動
は
、
社
会

主
義
と
は
お
そ
ら
く
区
別
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
社
会
主
義
演
劇
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
し
か
し
、
人
道
主
義
・
自
由
を
希

求
す
る
、
と
い
う
二
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
ユ
ー
ゴ
ー
に
つ
い
て
細
か
く
見
る
と
、

「
エ
ル
ナ
ニ
」
と
い
う
戯
曲
は
、
コ
メ
デ
ィ
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
に
い
っ
た
ん
受
理
さ
れ
た
「
マ
リ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ル
ム
」
(一
八

二
九
年
)が
稽
古
前
に
上
演
禁
止
に
な
り
、
急
き
ょ
「
エ
ル
ナ
ニ
」
に
着
手
し
一
ヶ
月
足
ら
ず
で
完
成
、
古
典
主
義
演
劇
対
ロ
マ

ン
主
義
演
劇
の
対
立
に
決
着
を
つ
け
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
(佐
藤
実
枝
)。
こ
れ
も
実
際
の
お
伽
芝
居
上
演
禁
止
事
件
と

の
絡
み
を
微
妙
に
刺
激
す
る
話
で
は
あ
る
の
だ
。
憶
測
は
こ
の
く
ら
い
に
す
る
が
、
沖
野
の
脳
裏
に
「
自
由
は
死
せ
ず
」
の
言
葉

く
ら
い
は
鳴
り
響
い
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

武
内
善
信
は
、
伊
勢
新
聞
や
熊
野
新
報
の
記
事
に
触
れ
て
、
警
察
の
過
剰
反
応
を
か
ら
か
っ
て
い
た
新
聞
は
極
め
て
常
識
的
だ

と
し
た
。

「
逆
に
、
警
察
の
異
常
さ
ば
か
り
が
目
に
つ
く
。『
其
会
の
関
係
者
が
何
々
主
義
者
』
で
あ
る
か
ら
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
高
尾
楓
蔭
や
大
亦
墨
水
が
初
期
社
会
主
義
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
中
止
の
大
き
な
要
因
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
社
会
主
義

に
対
す
る
当
時
の
体
制
側
の
過
剰
反
応
ぶ
り
を
示
す
好
例
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
権
力
の
異
端
排
除
の
過
剰
性
が
、『
大
逆

事
件
』
の
フ
レ
ー
ム
・
ア
ッ
プ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。」

(武
内
善
信
、
一
九
九
六
、
一
七
八
頁
)
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お
わ
り
に

『
宿
命
』
を
読
も
う
と
思
っ
た
の
は
何
時
の
事
だ
っ
た
ろ
う
か
逢
沖
野
岩
三
郎
の
存
在
と
役
割
を
知
っ
て
、
や
は
り
読
ん
で
お

こ
う
と
思
っ
た
の
に
ち
が
い
な
い
。
一
読
し
て
我
が
目
を
疑
っ
た
の
は
高
尾
楓
蔭
が
明
ら
か
に
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
高
木
助
雄

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
出
て
来
た
こ
と
だ
っ
た
。
大
正
期
に
は
高
尾
楓
蔭
は
大
阪
朝
日
新
聞
記
者
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
あ
る
い
は
事

件
後
の
沖
野
岩
三
郎
と
の
直
接
の
接
触
も
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

沖
野
が
『
宿
命
』
に
高
尾
の
お
伽
芝
居
上
演
中
止
事
件
を
な
ぜ
盛
り
込
ん
だ
の
か
、
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
大
逆
事
件
の

進
行
と
同
時
期
に
そ
れ
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
高
尾
楓
蔭
は
身
の
危
険
を
感
じ
て
、
大
阪
に
戻
る
と
当
時
の

大
阪
府
警
察
部
長
池
上
四
郎
を
訪
ね
て
、
三
重
県
津
市
の
顚
末
を
説
明
し
て
い
る
(高
尾
亮
雄
、
一
九
二
九
、
三
六
〜
三
七
頁
)。
こ

れ
は
故
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
京
都
日
出
新
聞
主
筆
の
大
道
雷
淵
も
、
お
伽
芝
居
や
お
伽
俱
楽
部
を
応
援
し
て
い
た
人
だ
が
、
大

逆
事
件
で
検
事
の
取
り
調
べ
を
受
け
て
い
る
の
だ
(堀
田
穣
、
二
〇
〇
三
)。
そ
の
辺
の
こ
と
を
沖
野
岩
三
郎
が
知
っ
て
い
た
か
、
い

な
か
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
早
く
に
社
会
主
義
か
ら
袂
を
分
か
っ
た
高
尾
の
お
伽
芝
居
に
つ
い
て
、
家
庭
劇
の
活
動
ま
で
を

注
視
し
て
い
た
よ
う
で
、
自
由
を
求
め
る
も
の
と
し
て
、
相
当
好
意
的
な
目
で
見
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
、

大
逆
事
件
は
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
で
あ
り
、
昭
和
の
社
会
主
義
者
の
よ
う
な
党
派
性
な
ど
は
沖
野
岩
三
郎
に
も
、
大
石
誠
之
助
に
も

は
じ
め
か
ら
あ
る
わ
け
が
な
い
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
紙
一
重
の
違
い
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

た
だ
狭
い
知
見
の
範
囲
だ
が
、『
宿
命
』
の
先
行
研
究
に
高
尾
楓
蔭
の
名
を
見
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
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敢
え
て
書
き
留
め
て
お
こ
う
と
考
え
た
。
朝
日
新
聞
投
稿
原
稿
の
『
宿
命
』
が
今
後
発
見
さ
れ
、
刊
行
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

が
、
事
件
か
ら
百
年
以
上
経
っ
た
今
、
文
学
研
究
だ
け
で
な
く
、
社
会
史
研
究
の
分
野
等
、
よ
り
多
様
な
視
点
か
ら
現
行
の
『
宿

命
』
が
読
ま
れ
る
こ
と
で
、
新
た
な
事
実
が
発
見
さ
れ
て
行
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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